
26 工芸未来派

現代美術化する工芸 「̶工芸未来派」展̶
北陸地方は工芸の盛んな土地柄である。多

くの産地を有し、職人、作家数も多い。陶芸、漆
芸、染織、木工、金属などジャンルも多岐にわた
り、主な伝統工芸を挙げても、加賀友禅、九谷
焼、輪島、山中、金沢の漆器、加賀象嵌など数
十を数え、全国ブランドもある。またそれらは今
でも生活の中に根ざしており、暮らしの中に生
きている。
こういう工芸環境を背景にして金沢から現代
的な工芸文化を発信していくことが美術館設
立時に策定した4つの運営方針のひとつに掲
げられている。「工芸未来派」展は、この考えに
沿って行われた展覧会である。足下にある文
化資源を見直し、今の時代に伝え発信していこ
うというものである。
工芸は、幅広い解釈が可能な分野であり、実
際に多様な姿を見せる。工芸という言葉には、
生活工芸品から芸術作品まで含まれ、職人技

術から芸術行為まではいる。「工芸未来派」展
では、工芸を今日の芸術作品として捉えて12

名の作家の作品を紹介した。
「工芸未来派」展に至るまでにすでに私は3

本の工芸に関する展覧会を開催してきた。主な
ものに、2010年、2011年の「金沢・世界工芸ト
リエンナーレ」のプレ展と第1回展がある。こう
やって工芸を継続的にテーマにし、工芸を考え
る場をつくってきた。今日の工芸をどのように
解釈していくか、また、どのような文脈によって
読み解いていくか、簡単に答えが出るものでは
ないが、継続することで共有できる場が形成さ
れていけばいいと思っている。
「工芸未来派」展で使用した考え方は次のと
おりである。基本的には90年代以降の現代美
術の基本路線である「グローバリズム」と文化
多様性の流れの中で工芸的な表現を位置づけ
た。ローカルなモノの見直しや周辺的な価値へ
の配慮、また、日常性との関連などである。ま
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た、今の工芸表現は大衆消費文化との関係を
感じさせるものが多い。漫画、アニメーションな
ど、幅広い現代文化との影響関係の中から工
芸を見ていった。結果、「工芸未来派」で紹介し
た工芸は、技術力とそれによって生まれた強い
視覚イメージをもったものである。
展覧会の構成は大雑把に5つのセクションか

ら成る次のようなものである。
「二次元世界の展開　絵付の世界」として葉
山有樹、見附正康の絵付けを紹介した。絵付け
は筆と工芸的な面による絵画空間の展開であ
り、独自なイメージ生成の場である。
「細部世界の展開　漆技法の神髄」として
「雲龍庵」北村辰夫、山村慎哉の漆の作品を
紹介した。圧倒的な細部から成る装飾的な世
界は漆工芸の最大の魅力である。
「人と動物のイメージ生成の場」として中村
信喬、野口春美の人形を紹介した。近代彫刻
の概念には収まりきらない人型や動物のイメー
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ジの在り方を2人の仕事を通じて紹介した。
「体感世界の再評価　茶碗」では大樋年雄、
桑田卓郎、竹村友里の3人がそれぞれの茶碗
を出展した。茶碗は芸術的価値観を伝える器
物である。異なった解釈や背景を持つ茶碗を
紹介した。
「装飾の魂」として中村康平、猪倉髙志、青木
克世のそれぞれ三者三様の装飾的作品を紹介
した。純粋なオブジェである。
これらの作品を通じて見えてくるものは、工
芸独自の技術の魅力とそこから生まれるイメー
ジの力である。他の視覚メディアとイメージの
共通性を持ちながら、工芸のオリジナルの豊か
さと美しさを持っている。工芸には様々な可能
性があるが、そのひとつに現代芸術化する工芸
というものがある。その試みとして「工芸未来
派」展があった。

（秋元雄史）

山村慎哉《縞文蒔絵小箱》 2011年

桧、金粉、金線、夜光貝　H8.1 x W5 x D13.1 cm

見附正康《無題》 （部分） 2012年

磁土、赤絵、九谷焼　H11.6 x φ46.2 cm

猪倉髙志《かげを纏うかたち 2008–01》 2008年

半磁器　H18.5 x W17.9 x D26.2 cm

展示室4：展示風景

葉山有樹による陶磁作品群　全9点展示

展示室6：展示風景

（手前）青木克世《予知夢 XII》 2010年　

磁土　H23.5 x W12.3 x D23 cm

展示室5：展示風景

桑田卓郎による梅華皮志野垸群　全14点展示

展示室1：展示風景

見附正康による赤絵大皿作品　全5点展示

展示室6：展示風景

（奥）中村康平《支配の様式》 2012年　

磁土、木製額　H206 x W298 x D9.5 cm

（手前）中村康平《イデアの玉座》 2004年　

磁土、水、ビニール　H45 x W100 x D100 cm

展示室3：展示風景

山村慎哉による漆芸作品群　全14点展示

展示室6：展示風景

大樋年雄、中村康平、猪倉髙志、青木克世ら4作家が展示
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